
京都聖母学院小学校

京都市伏見区深草池ノ内町13番地京都府京都市伏見区深草田谷町１

エコロジーセンター

自分と周りとのつながりの中で、
学びや関係を育む。自分をさらに好
きになり、さらに強く、自分の力を
高めていくために必要なことに向か
って真正面から取り組む素直な姿。
創造性豊かな子ども、誠実な子ども、
人を大切にし、奉仕の喜びを知るこ
どうもが目指すこども像

「持続可能な地域社会」の実現に
向けて、様々な環境学習プログラ
ムが展開され、環境保全活動を担
う人が「育つ場」、その活動を
「支援・連携する場」、環境保全
活動の成果を「発信する場」とな
る。

４年 総合フロンティア 名

調べ学習がただ情報の鵜呑みのもの
になるのではなく、自分の生活体験
や校外学習によって発見したものな
どが含まれるものとなってほしい。
また、プレゼンテーション制作に関
しても相手意識をもって写真や文字
のデザインをし、発表できるように
する。

社会科で水やゴミに関することを学
び、環境に興味をもっている。持続可
能な社会を育む一員としての意識はあ
る。また、これまでの経験から相手に
情報を伝えたい気持ちが強い。

京都の環境大使になろう(仮)

３年生　社会
　・京都について学ぶ

４年生　社会

社会科の授業の中で京都市の文化、施設、伝統について学び、体
験に基づいた探究を行う。

エコロジーセンター訪問

自然合宿で宮津へ行き、海の環境について学ぶ。

⇒体験を知識に変え、知ったことを人に伝えたいと思う。

展示室見学

ごみ減らし隊ワークショップ参加

9/29
２時間

10/27

エコライフチャレンジ

12月12日　　
　　～
1月16日

「SEIBO KISDS
　　　　　 2R PARK」(仮)

くらしとごみ/くらしと水

ごみを減らしたり、節水するための
啓発展示を行う

エコロジーセンター職員
　　　　　　による偵察

ゴミを減らしたり、節水するための啓発展示を作製する。

ゴミを減らしたり、水を節水することで環境負荷を減らすこと
ができる。

ゴミを減らしたり、節水する活動を暮らしに取り入れる。

自分の行った活動を広げる。

ミッションを与えられる。（啓発展示）

ゴミを減らしたり、節水するための啓発展示を見学、助言し
てもらう

環境大使になろう

９月初旬

⇒天橋立の環境を守る人をしり、環境の大切さを考える。

⇒自分のくらしの中で「自分でできること」を考える。

⇒環境ついて学べる施設があることを知る。

⇒ごみを減らすさまざまな方法を知る。

⇒暮らしに取り入れた自分の活動を継続して行う。

⇒校内の人に活動を伝える（知らせる）方法を考える。

⇒体験しながら知らせる方法を考え作る。

⇒校外の人に見てもらうことで、さらに良いものにする。

校内展示をする
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